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＊掲載希望の人は情報管理課までご連絡ください。
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報 報
な な
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お お
か か
き き
ょ ょ
う う
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＜パパ・ママから一言＞　よく食べ、よく笑い、よく泣
くなっちゃん。おしゃべりも歌も上手になり、毎日賑

にぎ
や

かです。いつも笑顔を絶やさない素敵な女性になってね。

＜パパ・ママから一言＞　2人とも、めっちゃやんちゃで、
ママはいつもしんどい時ばっかりだけど、健康な事が一
番だね。あまりママとパパを困らせない様にしてネ（笑）

橋本 翔
しょう
ちゃん
（4歳9カ月）

陣
じん
ちゃん
（11カ月）

久貝三丁目

大西 菜月
なつき

ちゃん
（2歳3カ月）

長岡二丁目

２
０
０
０（
平
成
12
）年
と
２
０
０
１（
平
成
13
）年
、
神
足
小
学
校
の
西
側
で
行
っ
た

発
掘
調
査
で
は
、
長
岡
京
期
の
道
路
側
溝
か
ら
、
土
器
や
木
製
品
・
石
製
品
な
ど
多
量

の
遺
物
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
出
土
し
た
遺
物
の
う
ち
、
蘇
民
将
来
札

そ
み
ん
し
ょ
う
ら
い
ふ
だ

や
一
対
の
鳥
を

あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
画
に
つ
い
て
は
以
前
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回

取
り
上
げ
る
の
は
、
土
器
に
墨
で
文
字
が
書
か
れ
た
墨
書
ぼ
く
し
ょ

土
器
と
い
う
遺
物
で
す
。

出
土
し
た
墨
書
土
器
は
須
恵
器

す

え

き

の
杯つ
き

で
、高
台
こ
う
だ
い

の
内
側
に
は「
市
」の
一
文
字
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。こ
の
土
器
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
市
」の
文
字
が
長
岡
京
西
市
を
示
す
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
調
査
地
の
南
側
一
帯
は
長
岡
京
西
市
の
有
力
な
推
定
地
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
も
木
簡
な
ど
重
要
な
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
墨
書

土
器
が
発
見
さ
れ
た
道
路
側
溝
か
ら
は
、
木
製
品
や
石
製
品
の
未
製
品
が
多
数
出
土
し

て
お
り
、六
条
二
坊
六
町
に
は
西
市
そ
の
も
の
で
は
な
く
、西
市
に
物
品
を
供
給
す
る
た

め
の
公
的
な
施
設
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
!
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
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▲検出した遺構（赤色が墨書土器の出土地点、青色は検出した長岡京跡の道路側溝）

"
「
市
」
墨
書
土
器
（
上
＝
底
部
全
体
　
下
＝
墨
書
部
分
の
拡
大
写
真
）


